




１）ウナギ ７）ヒメハヤ属 13）カマキリ
◆生息環境
降河回遊魚で河川の中・

下流域、汽水域、湖に生息
し、時には川の上流域に生
息することもある
◆食性
水生昆虫、小魚、貝、エ

ビ、カエル類等

◆生息環境
河川上流域から中流域、

山間の湖沼
◆食性
水生・落下昆虫等、付着

藻類、植物種子

◆生息環境
降河回遊魚で川では中流

域を中心に生息する
◆食性
肉食で、幼魚は水生昆

虫、成魚はアユやヨシノボ
リ等を食べる

２）コイ ８）モツゴ 14）ウキゴリ
◆生息環境
河川の中・下流、池沼等

◆食性
底生動物を中心とした雑

食性

◆生息環境
湖や池沼、それに続く細

流や川の下流域
◆食性
ユスリカ、イトミミズ等

の底生動物

◆生息環境
川の汽水域から中流域

◆食性
動物食で水生昆虫や幼魚

やエビ類を食べる

３）ギンブナ ９）タモロコ 15）アシシロハゼ
◆生息環境
河川の下流域、池、湖沼

等
◆食性
雑食性で、底生動物、藻

類等

◆生息環境
川の中・下流域や細流、

湖沼、池、水田等
◆食性
動物食にかたよった雑食

性でユスリカ、イトミミ
ズ、水草やヨシノボリの幼
魚、湖沼ではプランクトン
も食べる

◆生息環境
内湾や汽水域、あまり上

流へは上らない。
◆食性
雑食性で、底生動物や藻

類を食べる

４）タイリクバラタナゴ 10）ドジョウ 16）シマヨシノボリ
◆生息環境
平野部の浅い池沼や、河

川敷内の池、あるいは河川
や灌漑用水路
◆食性
雑食性で、付着藻類、小

型底生動物等

◆生息環境
河川の中～下流域にかけ

てと、これにつながる用水
路、水田、湿地
◆食性
雑食性で、甲殻類、イト

ミミズ類、珪藻、植物の
茎、根、種子などを食べる

◆生息環境
両側回遊魚で河川では中

流域を中心に生息し、大河
川にも小河川にも分布する
◆食性
雑食性で主に付着藻類や

水生昆虫を食べる

５）オイカワ 11）ナマズ 17）ヌマチチブ
◆生息環境
河川の中・下流域及び湖

沼
◆食性
付着藻類、水生・落下昆

虫等、生息環境により多様
な食性を示す

◆生息環境
湖沼、河川の中・下流域

◆食性
稚魚は底生動物を主に食

べ、水草の破片を食べるこ
ともある。成魚は魚類、甲
殻類、貝類を食べる

◆生息環境
川の汽水域から中流域、

汽水湖、ため池など、きわ
めて多様な場所にあらわれ
る
◆食性
雑食性

６）カワムツ 12）メダカ 18）チチブ
◆生息環境
流れの緩やかな淵を好

む。オイカワがアユに追わ
れて淵に移った場合は、圧
迫され瀬にでることもある
◆食性
水生・落下昆虫等、底生

藻類、生息環境により多様
な食性を示す

◆生息環境
池、湖沼、用水路、河川

の下流域等
◆食性
雑食性で、プランクト

ン、小さな昆虫等を食べる

◆生息環境
河口域や下流域の、礫・

転石や各種の人工投棄物な
どのある場所に集まり、隠
れ場を占有する傾向もある
◆食性
雑食性で、藻類や各種の

無脊稚動物、小型の魚類な
どを食べる

志原川の概況

河川水辺の国勢調査について

国土交通省及び自治体により、全国109の一級水系の河川及び主要な二級水系の河川や直轄・水質源開発公団管理のダ
ム及び補助ダムについて、河川を“環境”という観点からとらえた基礎情報の収集整備を目的とした「河川水辺の国勢調
査」が実施されています。
熊野建設事務所でも志原川水系に生息する生き物を調べる「河川水辺の国勢調査」を実施しています。これまで志原川

水系の志原川と産田川では３回の調査を実施しており、合計２６種の魚が確認されました。このなかにはメダカやカマキ
リなど近年生息数が減少している貴重な魚が含まれ、要注意外来生物に指定されているタイリクバラタナゴも確認されて
います。

志原川は、牟婁山地の長尾山に水源を発し、産田川、池尻川、後呂川、池川等の支川を合わせて熊野灘に注ぐ、流域面

積23.6km
2
、幹川流路延長6.5㎞の二級河川です。（志原川河川改修事業全体計画より）

流域は熊野市、御浜町の１市１町で構成され、沿線市町村人口は約3万人です。






